
2016年度（参考） 

 【コース別選択必修科目一覧（『2016年度 履修の手引き（国際政治学科生用）』・『講義概要（シラバス）』抜粋）】 
  詳細は『2016 年度 履修の手引き（国際政治学科生用）』や『法学部講義概要』の「国際政治学科のコースのしくみと利用のしかた」
の項を参照してください。 
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授業科目名（受講年次全て２～４年） 単位 概要 

アジア国際政治特講/海の国際政治

学Ⅰ/Ⅱ 
各２ 

このコースは、アジアの現実と課題を深く学びながら、地域から世界

をとらえることを主な目的としたコースです。充実したアジア地域研究

科目は他大学に類を見ない特徴となっています。とりわけこれからの世

界でおそらく最もダイナミックな地域となる東アジアの地域研究科目

はこのコースの中心をなしています。第二の外国語である中国語、朝鮮

語、そしてロシア語もあわせて学ぶことにより、深い理解を滋養できる

ようになっています。また、アメリカ、中国、ロシア、そして日本とい

った主要国の政治と外交に関して広い知識を身に付けることができま

す。さらに、地域研究、比較政治といった理論的な分析力を教授する科

目も設置されており、まさに地域情勢や世界情勢の底流に働く力学を見

極める能力を養うという目的にふさわしいコースです。 

アジアの国際政治に関する知識や理解は、あらゆる国際的な仕事のみ

ならず、いまやアジア地域と無数の接点を持つ日本やアジア各国におけ

る国内の仕事にも活かされます。中央官庁の国家公務員や国際報道を手

がけるジャーナリスト、商社、地方公務員、シンクタンクの研究員等、

広く世界と接点を有する職業を目指す学生諸君にチャレンジしてもら

いたいコースです。 

アジア国際政治概論 ２ 

朝鮮半島の政治と社会Ⅰ/Ⅱ 各２ 

台湾の政治と社会Ⅰ/Ⅱ 各２ 

東アジアの平和と軍事Ⅰ/Ⅱ 各２ 

中国の政治と社会Ⅰ/Ⅱ 各２ 

東南アジアの政治と社会Ⅰ/Ⅱ 各２ 

オセアニアの政治と社会Ⅰ/Ⅱ 各２ 

北アメリカの政治と社会 ４ 

日本の政治と社会Ⅰ/Ⅱ 各２ 

アメリカ政治史 ４ 

日本政治論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

アメリカ外交史 ２ 

現代のアメリカと世界 ２ 

中国の政治と外交Ⅰ/Ⅱ 各２ 

ロシアの政治と外交 ４ 

日本の政治と外交Ⅰ/Ⅱ 各２ 

アジア比較政治論Ⅰ/Ⅱ 各２ 
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授業科目名（受講年次全て２～４年） 単位 概要 

グローバルガバナンス特講Ⅰ/Ⅱ/エ

ネルギー資源と国際政治 
各２ 

 地球規模の諸問題に理論的分析と政策形成という角度から迫る新た

な人材養成を目的としたコースです。一国的なものの見方や考え方を踏

まえつつも、地球規模問題群の解決に向けて、主権国家、国際機関、地

球市場、市民社会が協働しながら、グローバルな視点から接近すること

が今ほど問われているときはありません。「グローバル・ガバナンス」

とは、「地球統治」（ないし「地球協治」）という意味です。このコース

はこうした時代の要請に応じた先端理論を揃えており、実践現場の知識

を豊かにもつスタッフが、国際協力、国際機構、国際人権法、国際文化

交流、さらにはグローバル・ビジネスの最前線の成果を教授します。そ

して、学生諸君がこうした理論を学びつつ、実際に国内外での実践的経

験をするインターンシップに参加し、現実とのダイアローグを深めるこ

とができます。 

 このコースは、地球規模問題群や、世界の様々な政治問題に関心のあ

る諸君を念頭においたコースです。国際公務員・援助機関職員や国際ビ

ジネス、国際ボランティア、マスコミ等をめざす諸君にとって挑戦して

ほしいコースです。 

国際行政学 ４ 

国際機構論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

政治構造論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

平和・軍事研究Ⅰ/Ⅱ 各２ 

国際ＮＧＯ論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

ジェンダー論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

地域統合論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

国際文化交流Ⅰ/Ⅱ 各２ 

宗教文化論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

地球環境論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

比較福祉国家Ⅰ/Ⅱ 各２ 

現代メディア論 ２ 

ジャーナリズム実践講座 ２ 

自治体国際協力論 ２ 

国際経済論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

グローバル・ビジネス論Ⅰ/Ⅱ 各２ 

国際経済法Ⅰ/Ⅱ 各２ 

国際人権法 ４ 

国際環境法Ⅰ/Ⅱ 各２ 
 


